
「希望にあふれる鵜川保育園卒園式」

写真提供：吉田博光さん（鵜川字東鵜の巣）

第33号第第第第 号

平成26年
4月15日 発行

発行：三種町議会
編集：議会広報編集特別委員会
〒018－2401　秋田県山本郡三種町鵜川字岩谷子８番地
TEL（0185）85－4831　FAX（0185）85－2178
URL http://www.town.mitane.akita.jp/

当初予算の概要 ……………２～３
委員会審議 …………………４～６
補正予算の内容、議案一覧 ……７
議案審議、議案一覧
議案採決結果 ………………８～９
議会改革特別委員会報告 ………10 
一般質問（６人が登壇）……11～16
自治功労表彰、請願・陳情 ……17
三種の星、編集後記 ……………18

も く じ

議会だより
三 種 町



2
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三種町 議会だより

当初予算の概要

　

平
成
２６
年
度
当
初
予
算
は
、
町
長
の

改
選
期
に
当
た
る
た
め
『
骨
格
予
算
』

と
し
て
い
る
も
の
の
、
住
民
生
活
に
関

わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
当
初
よ
り
計
上

し
て
い
る
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は

町
税
が
３００
万
円
、
０．２
％
の
増
と
ほ
ぼ
前

年
度
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最

大
の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
国

の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
７
千
万

円
、
１．４
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
増
額
分
と
し
て
は
国
の

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
、
三
種
川
監
視
カ

メ
ラ
設
置
事
業
、
釜
谷
地
区
避
難
場
所

建
設
事
業
等
の
環
境
・
防
災
対
策
関
連

の
事
業
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
減

額
分
で
は
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
の
終
了
等
に
よ
り
普
通
建
設
事

業
が
減
少
し
た
ほ
か
、
行
政
改
革
大
綱

の
実
施
に
よ
り
選
挙
費
を
除
く
人
件

費
、
公
債
費
等
の
経
常
経
費
が
段
階
的

に
縮
小
し
て
い
る
。

　

予
算
審
議
で
は
、
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
の
５
会
計
に
反
対
討
論
が
あ

り
、
起
立
採
決
と
な
っ
た
が
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
と
な
り
、
す
べ
て
の
会
計

が
可
決
さ
れ
た
。

重 

点 

政 

策 

事 

業
●
健
康
診
査
（
各
種
が
ん
検
診
・
脳
ド
ッ
ク
等
）

 
 

３
千
５５１
万
２
千
円 

●
自
殺
対
策

２０３
万
５
千
円 

●
歯
科
保
健
（
フ
ッ
化
物
洗
口
等
）
２３２
万
４
千
円

●
鹿
渡
駅
駐
輪
場
整
備

６０
万
６
千
円 

●
三
種
川
監
視
カ
メ
ラ
設
置

４
千
３２０
万
円 

●
消
費
者
行
政
啓
発 

１５０
万
円 

◎
新
規
・
拡
充
事
業

●
ア
メ
シ
ロ
駆
除
（
機
器
等
購
入
） 

７０
万
８
千
円 

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応
援

 

（
一
般
・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
） 

１４７
万
円 

●
防
雪
柵
新
設 

５００
万
円 

●
道
路
標
識
点
検

２６０
万
円 

●
定
住
貸
家
対
策
補
助

３０
万
円 

●
芦
崎
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
負
担
金

 
 

６００
万
円 

●
メ
ロ
ン
産
地
育
成
（
種
子
購
入
助
成
） 

４００
万
円 

●
大
豆
新
技
術
導
入
等
生
産
性
向
上

 
 

７１７
万
５
千
円

●
新
規
就
農
者
経
営
開
始
支
援
（
農
業
機
械
・
施

設
の
購
入
助
成
） 

２５４
万
円 

●
湖
北
小
学
校
体
育
館
大
規
模
改
修
（
屋
根
・
外

壁
改
修
） 

３
千
６８５
万
５
千
円 

●
ト
イ
レ
改
修
（
３
中
学
校
）
２
千
２８５
万
４
千
円

●
生
活
支
援
員
設
置
（
１７
人
） 

２
千
４０
万
円 

●
外
国
青
年
招
致
（
外
国
語
指
導
助
手
１
人
増
）

 
 

６１９
万
８
千
円 

●
国
民
文
化
祭
三
種
町
実
行
委
員
会
補
助
金

 
 

５５２
万
３
千
円

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興

１９１
万
４
千
円 

①
住
民
生
活
環
境
施
設
の
整
備

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成

 
 

４００
万
円

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
助
成 

１００
万
円

●
町
民
バ
ス
運
行 

１
千
７４
万
８
千
円

●
生
活
バ
ス
路
線
等
維
持
費
補
助

 
 

２
千
４７０
万
５
千
円

●
災
害
対
策
（
防
災
計
画
見
直
し
作
成
、
避
難
所

建
設
） 

５
千
９９１
万
８
千
円

●
防
犯
対
策 

３
千
２８４
万
円

●
町
道
整
備 

１
億
２
千
万
円

●
舗
装
補
修 

１
千
万
円

●
秋
田
基
本
射
撃
場
周
辺
整
備
（
周
辺
道
路
の
舗

装
補
修
） 

１
千
９３２
万
４
千
円

②
雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継
続

●
緊
急
雇
用
創
出
等
臨
時
対
策（
雇
用
創
出
２
人
）

 
 

１９６
万
８
千
円

●
地
域
雇
用
創
出
推
進

（
町
内
事
業
所
へ
の
支
援
） 

３
千
万
円

●
地
域
環
境
整
備
（
雇
用
６
人
） 

４８３
万
円

③
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対
策

●
ク
ア
オ
ル
ト
研
究

５０
万
円

●
未
来
に
ア
タ
ッ
ク
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
（
農
業

機
械
等
購
入
補
助
） 

９７５
万
９
千
円

●
園
芸
施
設
共
済
加
入
促
進 

１８０
万
円

●
じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一
生
産
量
助
成
金 

 
 

１
千
２７５
万
円

●
じ
ゅ
ん
さ
い
圃
場
整
備
助
成

１５０
万
円

●
実
証
圃
場
設
置
交
付
金

１８０
万
円

164億円の予算額164億円の予算額
総　額総　額（特別会計を含む）（特別会計を含む）

←

←
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当初予算の概要

●
水
田
利
活
用
緊
急
対
策
支
援
事
業
交
付
金

（
町
振
興
作
物
等
作
付
助
成
）

２
千
万
円

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

１
千
５００
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
誘
致

３５０
万
円

●
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化（
食
の
モ
デ
ル
事
業
、

情
報
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
支
援
） 

 
 

１
千
４７
万
１
千
円

④
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策

●
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会
助
成

 
 

１５
万
円

●
子
ど
も
若
者
育
成
支
援

５９８
万
５
千
円

●
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

 
 

１６２
万
円

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定

 
 

２３７
万
６
千
円

●
障
害
者
計
画
及
び
第
４
期
障
害
福
祉
計
画
策
定

 
 

２９９
万
２
千
円

●
子
育
て
支
援
（
在
籍
児
童
生
徒
の
３
人
目
以
降

給
食
費
免
除
） 

１７７
万
２
千
円 

●
子
育
て
支
援
（
給
食
・
消
費
税
負
担
３
％
分
）

 
 

１７８
万
円 

●
子
育
て
支
援
（
給
食
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
調
理

員
１
人
増
） 

１３８
万
円 

●
行
政
評
価
制
度

１３
万
５
千
円 

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成

３０
万
円 

●
元
気
づ
く
り
支
援
事
業 

８００
万
円 

●
母
へ
の
手
紙
製
本
補
助
（
橋
本
五
郎
文
庫
）

 
 

１７０
万
円 

●
人
事
評
価
制
度
構
築

４５
万
４
千
円 

●
職
員
研
修

８８
万
６
千
円 

●
個
人
情
報
取
扱
業
務
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

 
 

５０７
万
６
千
円 

●
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

 
 

１
千
７６７
万
７
千
円 

98億円98億円
一般会計一般会計

←

←

①住民生活環境施設の整備

 ２億８,２５３万５千円

②雇用対策推進事業の継続 ３,６７９万８千円

③地域特性を生かした産業振興対策

 ７,７０８万　　円

④暮らしの安心確保対策 ９,８３０万　　円

●特別会計

●水道事業会計

区　　　　分 金　　額

国民健康保険事業勘定特別会計 ２６億４，３２６万５千円 

後期高齢者医療特別会計 １億７，３８３万４千円 

簡易水道事業特別会計 ２億１，６７１万４千円 

公共下水道事業特別会計 ５億９，６８３万１千円 

農業集落排水事業特別会計 １億５，７６８万９千円 

介護保険事業勘定特別会計 ２７億２，７３１万４千円 

介護サービス事業勘定特別会計 ２，７２４万７千円 

衛生処理事業特別会計 ２，１２９万８千円 

温泉事業特別会計 １，８１８万７千円 

国民健康保険診療施設勘定特別会計 １千円 

特別会計計 ６５億８，２３８万　　円 

区　　　　分 金　　額

収益的収入 １億３，０６５万７千円 

収益的支出 １億６，１２０万２千円 

資本的収入 ３，３０２万５千円 

資本的支出 ７，４０２万５千円 

平成２６年度一般会計当初予算

地方
交付税
50.3
（48.9）

町税13.7（13.1）

繰入金
2.9（1.9）
諸収入
3.7（3.2）
その他
2.3（2.4）
地方譲与
税など
2.9（2.9）

国県支出金
15.2（15.6）

町債
9.0（12.0）

依存
財源
77.4
（79.4）

自主財源
22.6
（20.6）

依存
財源
77.4
（79.4）

自主財源

歳 入
22.6
（20.6）

98億
1,980万円

人件費
17.5（17.0）

繰出金
14.4（13.4）

普通建設
事業など
8.1（13.5）

投資的経費
8.1（13.5）

その他
の経費
49.0
（45.0）

義務的
経費

投資的経費
8.1（13.5）

扶助費
11.9（11.0）

公債費
13.5（13.5）

その他 5.6（6.4）
物件費
13.1（12.5）

補助費等
15.9（12.7）

その他
の経費
49.0
（45.0）

義務的
経費

42.9
（41.5）
42.9
（41.5）

歳 出
98億
1,980万円

※単位は％、カッコ内は前年度当初予算の構成比。

重 点 政 策
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委員会審議

　

平
成
２６
年
度
新
年
度
予
算
の
１２
議
案
と
繰
り
入
れ
議
案
４
件
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

所
管
す
る
予
算
内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
務
常
任
委
員
会
は
「
原
案
の
と
お
り
承
認

す
べ
き
」、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
「
意
見
を
付
し
て
原
案
の
と
お
り

承
認
す
べ
き
」
と
し
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
議

委
員
会
審
議

総務総務
常任委員会常任委員会

問
合
併
に
伴
う
交
付
税
の
減
額
は
い
つ

か
ら
か
。

答
平
成
２８
年
（
合
併
１１
年
目
）
か
ら

１０
％
、
３０
％
、
５０
％
、
７０
％
、
９０
％
、

１００
％
と
段
階
的
に
減
額
と
な
る
。し
か
し
、

現
在
国
の
変
更
要
素
も
検
討
さ
れ
て
い
る

情
報
も
あ
り
、
ゆ
る
や
か
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
。

問
北
海
道
み
た
ね
会
が
発
足
す
る
よ
う

だ
が
山
本
出
身
者
は
い
る
の
か
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
の

会
員
数
は
何
人
い
た
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
に
は

山
本
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
山
本
出

身
者
を
含
め
１１
月
に
新
組
織
で
発
足
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
会
員
の
紹
介
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
会
員
数
は
、
琴
丘
１０
人
、
八
竜
９０
人

ほ
ど
で
、
総
会
出
席
者
は
４０
人
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

問
納
税
貯
蓄
組
合
の
現
在
の
数
は
い
く

つ
か
。
ま
た
、
加
入
者
が
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
納
税
率
が
下
が
る
の
で
は
な

い
か
。

答
２３２
組
合
で
、
昨
年
よ
り
４
組
合
減
と

な
っ
て
い
る
。
加
入
者
は
増
や
し
た

い
が
任
意
加
入
で
あ
り
、
ま
た
若
者
は
口

座
振
替
へ
移
行
す
る
な
ど
難
し
い
現
状
に

あ
る
。
組
合
加
入
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
良

い
こ
と
だ
が
、強
制
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

推
移
を
見
守
る
し
か
な
い
。

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
各
小

学
校
で
行
う
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
配
置
を
す
る
の
か
。

答
平
成
２６
年
度
は
、
浜
口
小
学
校
、
湖

北
小
学
校
、
森
岳
小
学
校
、
金
岡
小

学
校
、
琴
丘
小
学
校
と
本
庁
を
予
定
し
て
い

る
。
下
岩
川
小
学
校
は
、
耐
震
工
事
終
了

後
と
な
る
た
め
平
成
２７
年
度
と
な
る
。

問
選
挙
の
投
票
所
立
会
人
の
顔
ぶ
れ
が

い
つ
も
同
じ
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
選

任
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
本
庁
、
支
所
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地

区
の
人
を
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
選

任
し
て
お
願
い
し
て
い
る
。

　

期
日
前
投
票
立
会
人
は
、
公
募
（
登
録

制
）
で
、
調
整
し
て
選
任
し
て
い
る
。

問
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
補
助
金
５０
万
と
あ

る
が
、
将
来
的
な
事
業
の
見
通
し
は

ど
う
な
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
山
形
県
上
山
市
な
ど
先
進

地
視
察
を
実
施
し
て
い
る
。
町
民
の

健
康
、
医
療
費
の
減
額
に
つ
な
げ
る
事
業

で
、
温
泉
保
養
地
、
長
期
滞
在
型
の
観
光

の
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

問
自
治
振
興
費
の
集
会
所
等
施
設
整
備

費
予
算
の
内
容
は
。

答
１０５
自
治
会
の
う
ち
の
１４
自
治
会
か
ら

施
設
整
備
の
要
望
が
あ
り
予
算
計
上

し
て
い
る
。
補
助
率
が
２
分
の
１
で
屋
根

の
塗
装
な
ど
小
規
模
修
繕
４
自
治
会
分
な

ど
も
入
っ
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
町
の
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、
１
万
円
に

対
し
８
千
円
程
度
の
も
の
を
送
る
な
ど
積

極
的
に
、
寄
付
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、

販
売
と
考
え
て
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

答
特
産
品
が
季
節
的
に
か
た
よ
る
こ
と

な
ど
も
あ
る
が
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。　

問
琴
丘
総
合
支
所
で
使
用
し
て
い
る
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
状
況
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
図
書
室
に
設
置
し
毎
日
使
用
し
て
い

る
。
建
物
が
吹
き
抜
け
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
現
段
階
で
は
暖
房
の
補
助
効
果

が
あ
る
。

総務常任委員会審議
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問
八
竜
釜
谷
地
区
避
難
所
の
予
定
地
と

海
抜
に
関
し
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答
メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
に
沿
っ
た
少
し
高
く

な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
津
波
の
想
定

さ
れ
る
高
さ
が
１１．８
メ
ー
ト
ル
で
避
難
場
所

は
海
抜
１８．１
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

問
給
食
費
３
人
目
無
料
の
詳
細
は
。

答
小
中
学
校
に
同
時
に
３
人
以
上
が
在

籍
す
る
場
合
、
３
人
目
以
降
が
無
料

と
な
る
。
三
種
町
に
住
所
が
あ
り
、
給
食

費
を
未
納
し
て
い
な
い
こ
と
が
条
件
で
あ

る
。
該
当
者
は
３５
人
の
見
込
み
で
あ
る
。

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
次
予
防
事

業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
通
年
開

催
し
て
い
る
介
護
予
防
教
室
で
あ

る
。
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
筋
力
を
つ
け
た

り
す
る
運
動
で
、
平
成
２５
年
度
は
各
地
区

あ
わ
せ
て
実
人
数
で
１６０
人
が
受
講
し
た
。

平
成
２６
年
度
は
琴
丘
地
区
で
新
た
に
一
教

室
増
や
す
予
定
で
あ
る
。

問
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
詳
細
は
。

答
医
療
機
関
で
要
し
た
検
診
料
の
半
額

を
助
成
す
る
。
１
人
上
限
２
万
円
の

助
成
で
５０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
検
診
病

院
は
山
本
組
合
総
合
病
院
、
秋
田
県
立
脳

研
セ
ン
タ
ー
、
秋
田
赤
十
字
病
院
、
中
通

総
合
病
院
、秋
田
組
合
総
合
病
院
で
あ
る
。

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
前

年
度
と
比
較
し
て
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

答
平
成
２５
年
度
ま
で
は
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
に
１
千
円
の
助
成
を
し
て
い
る

が
、
平
成
２６
年
度
は
１８
歳
以
下
の
者
に
も

助
成
を
す
る
。
ま
た
虫
歯
予
防
の
フ
ッ
化

物
洗
口
を
保
育
園
児
に
は
毎
日
、
小
中
学

生
に
は
週
１
回
実
施
す
る
。
小
中
学
校
の

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
は
、
平
成
２５
年
度
は

１０
月
か
ら
開
始
し
た
が
平
成
２６
年
度
は
４

月
か
ら
実
施
す
る
。

問
ア
メ
シ
ロ
駆
除
機
購
入
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
機
械
か
。

答
現
段
階
で
は
ア
ル
ミ
キ
ャ
リ
ー
動
噴

と
コ
ン
パ
ク
ト
キ
ャ
リ
ー
動
噴
を
予

定
し
て
い
る
。

問
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

費
と
理
髪
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
。

答
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

は
６５
歳
以
上
の
人
が
利
用
で
き
、
理

髪
サ
ー
ビ
ス
は
６５
歳
以
上
の
寝
た
き
り
で

在
宅
介
護
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
外

出
困
難
な
重
度
身
障
者
が
利
用
で
き
る

が
、
こ
こ
数
年
は
実
績
が
な
い
。

問
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
の
予
定
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答
平
成
２９
年
度
末
ま
で
に
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

問
外
国
語
指
導
助
手
が
１
人
増
員
さ

れ
、
２
人
と
な
る
理
由
は
。

答
現
在
小
学
校
５
・
６
年
生
が
外
国
語

活
動
を
し
て
い
る
が
、
２
０
２
０
年

度
か
ら
英
語
が
正
規
の
教
科
と
な
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
た
め
３
・
４
年
生
か
ら
外

国
語
活
動
が
始
ま
る
見
込
み
で
あ
る
。
現

在
町
で
は
１
人
が
町
内
９
校
を
受
け
持
っ

て
い
る
が
、
県
内
で
は
１
人
５
校
ま
で
の

受
け
持
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
増
員

し
た
。　

問
毎
年
秋
田
大
学
の
吹
奏
楽
団
と
町
内

３
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ

の
予
算
は
何
費
に
措
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
生
涯
学
習
推
進
費
の
講
師
謝
金
の
中

に
措
置
し
て
お
り
、２５
万
円
で
あ
る
。

教育民生常任委員会審議

　三種町音楽演奏会（秋田大学吹奏楽団と町内３中学校吹奏

楽部とのジョイントコンサート）について、この事業は三種

町のみならず町外からも多くのファンが訪れ、合併以来８年

連続開催していることや、町内３中学校の吹奏楽部に高度な

指導を行っていること、そして今後この演奏会がますます発

展するためにも講師謝金を増額するよう要望する。

　また、町内在籍児童生徒の３人目以降の給食費免除につい

ては、子育て支援に大きく貢献できるものと評価できるが、

少子化対策という観点から第三子完全無料化を要望する。

意　　　見
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問
下
水
道
料
金
を
上
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答
料
金
の
統
一
と
と
も
に
上
げ
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。
１０
立
方
メ
ー
ト
ル

１
千
４００
円
と
考
え
て
い
る
が
、
外
部
監
査

の
報
告
書
に
も
あ
る
１
千
５００
円
を
目
標
に

し
た
い
。

問
町
道
志
戸
橋
・
外
岡
線
の
舗
装
補
修

に
つ
い
て
、
拡
幅
の
要
望
は
出
て
い

な
い
の
か
。

答
要
望
は
あ
る
が
、
一
度
、
補
助
事
業

で
整
備
し
て
お
り
、
拡
幅
の
計
画
は

な
い
。
舗
装
の
損
傷
が
激
し
い
た
め
、
舗

装
補
修
を
予
定
し
て
い
る
。

問
平
成
２６
年
度
で
農
業
に
関
す
る
制
度

が
新
し
く
な
っ
た
が
、
直
接
支
払
制

度
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答
大
き
な
枠
で
日
本
型
直
接
支
払
制
度

が
あ
り
、
そ
の
中
に
多
面
的
機
能
支

払
（
農
地
維
持
支
払
、
資
源
向
上
支
払
）

と
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
と
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
援
と
３
つ
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
。「
農
地
水
保
全
管
理
支
払
」が「
資

源
向
上
支
払
」
に
名
称
変
更
に
な
っ
た
。

問
琴
丘
地
域
と
八
竜
地
域
の
水
道
加
入

率
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答
八
竜
地
域
は
９０
％
以
上
で
あ
る
。
琴

丘
地
域
は
７０
％
前
後
で
あ
り
、
井
戸

を
使
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、
井

戸
を
使
用
し
て
い
る
人
が
全
部
簡
易
水
道

に
加
入
す
れ
ば
、
今
の
浄
水
場
の
能
力
で

は
足
り
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
肥
料
「
み
た
ね
の
ゆ
う
き
く
ん
」
は

無
料
で
配
布
し
た
は
ず
だ
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
今
年
度
も
無
償
配
布
す
る
。
ま
た
、

琴
丘
地
域
の
町
営
牧
場
に
も
使
用
し

て
お
り
、
町
費
の
支
出
を
抑
え
て
い
る
。

問
ほ
場
消
毒
助
成
事
業
の
３００
万
円
は
何

の
消
毒
な
の
か
。

答
畑
地
の
線
虫
駆
除
と
み
ょ
う
が
作
付

地
の
土
壌
の
消
毒
、
葉
た
ば
こ
作
付

地
の
土
壌
消
毒
で
あ
る
。

問
三
種
３６
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
集

ま
っ
た
写
真
は
ど
う
す
る
の
か
。
コ

ン
テ
ス
ト
を
や
っ
た
後
が
大
事
で
あ
り
、

平
成
２６
年
度
も
や
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、必
要
な
予
算
は
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

答
出
品
さ
れ
た
写
真
は
、
す
べ
て
観
光

協
会
で
管
理
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
カ

レ
ン
ダ
ー
に
使
用
し
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。

問
大
豆
新
技
術
導
入
等
生
産
性
向
上
事

業
に
つ
い
て
、
薬
剤
の
ク
ル
ー
ザ
ー

Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｘ
の
補
助
金
が
３
年
間
支
給
さ
れ

る
が
、
支
給
日
は
３
月
で
あ
る
。
農
家
の

支
払
い
は
１１
月
な
た
め
、
い
っ
た
ん
立
て

替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１１
月
の
支
払

い
前
ま
で
に
支
給
で
き
な
い
か
。

答
平
成
２５
年
度
は
、
あ
く
ま
で
も
農
家

が
使
用
し
お
金
を
払
っ
て
初
め
て

使
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
補
助
金
が
出

る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
た
。
平
成
２６
年

度
は
町
単
独
で
実
施
す
る
予
定
な
の
で
、

実
績
補
助
以
外
の
方
式
で
も
で
き
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

問
ゆ
う
ぱ
る
の
宿
泊
棟
が
新
し
く
な
れ

ば
、宿
泊
料
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答
ま
だ
そ
こ
ま
で
詰
め
て
い
な
い
が
、

周
辺
ホ
テ
ル
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
あ
る
程
度
上
が
る
と
思
わ
れ
る
。

問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
前
年
度
と

同
じ
く
ら
い
の
予
算
に
な
っ
て
い
る

が
、
県
と
の
割
合
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答
今
の
と
こ
ろ
変
更
の
情
報
は
な
い
。

変
更
が
な
い
限
り
は
平
成
２５
年
度
と

同
じ
割
合
で
考
え
て
い
る
。

　プレミアム商品券発行事業について、この種の事業

は、地域経済に刺激を与えることを目的とする短期集

中型の経済対策であり、事業が長期継続的に行われる

ことによって、実質的な地域の商業の活性化が図られ

るということには疑問が残る。

　なお、税金の恩恵が一部の住民にしか及ばないとい

う不公平感が生じないよう留意すべきである。

意　　　見

産業
建設
産業
建設
常任委員会常任委員会

産業建設常任委員会審議
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補正予算の内容・議案一覧

平成26年　３月定例会補正予算の内容平成26年　３月定例会補正予算の内容平成26年　３月定例会補正予算の内容
会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

●一般会計 114億842万7千円 3億2,957万7千円 117億3,800万4千円

【主な歳出】

・地域介護福祉空間整備推進交付金（介護老人保健施設増床分の交付金） 1,000万  　円 （県支出金）

・障害者福祉費（自立支援給付費の増、補装具給付費の増） 2,782万8千円 （国県支出金、一般財源）

・介護保険費（介護保険特別会計の特別対策繰入分等） 2,071万1千円 （一般財源）

・ゆうぱる宿泊棟改修費（設計費、監理業務費、工事費） 1億8,000万  　円 （県支出金、一般財源）

・農地・農業用施設災害復旧費（台風１８号災害査定による被害額の増加） 2億5,800万  　円 （県支出金、一般財源）

●水道事業会計 

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

収益的収入 1億2,377万7千円 123万3千円 1億2,501万  　円

収益的支出 1億5,261万  　円 △163万6千円 1億5,097万4千円

資本的収入 6,789万  　円 △591万9千円 6,197万1千円

資本的支出 1億1,592万3千円 △123万5千円 1億1,468万8千円

●特別会計 

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 26億1,760万9千円 3,315万8千円 26億5,076万7千円

後期高齢者医療特別会計 1億7,550万7千円 △74万6千円 1億7,476万1千円

簡易水道事業特別会計 2億2,926万6千円 △261万7千円 2億2,664万9千円

公共下水道事業特別会計 5億8,896万2千円 380万  　円 5億9,276万2千円

農業集落排水事業特別会計 1億7,879万7千円 △298万  　円 1億7,581万7千円

介護保険事業勘定特別会計 26億5,278万4千円 2,145万5千円 26億7,423万9千円

介護サービス事業勘定特別会計 2,867万8千円 △39万1千円 2,828万7千円

温泉事業特別会計 3,360万  　円 △833万  　円 2,527万  　円

３月４日～13日

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

　平　成　26　年　度　予　算

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
り
入
れ

17
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
り
入
れ

17
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
り
入
れ

17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り

入
れ

17
0
可決

一
般
会
計
予
算

14
3
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

15
2
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
17
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
15
2
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
15
2
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算

15
2
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算

17
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

17
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算
17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

17
0
可決

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定

特
別
会
計
予
算

17
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算

17
0
可決

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く



8

第33号  Ｈ26.4.15

三種町 議会だより

議案審議・議案一覧

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

専決処分
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
17
0
承認

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
17
0
承認

平　成　25　年　度　予　算

一
般
会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
補
正

17
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

17
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

17
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

17
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

17
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正
17
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

条例制定・改正

職
員
の
定
年
前
に
退
職
す
る
意

思
を
有
す
る
職
員
の
募
集
等
に

関
す
る
条
例
制
定

15
2
可決

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
17
0
可決

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税

率
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
制
定

15
2
可決

議 

案 

審 

議

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正　

　

問
職
員
の
給
与
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、

景
気
回
復
に
向
け
て
賃
金
ア
ッ
プ
の

動
き
に
逆
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

総
額
で
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
一
般
職
に
つ
い
て
は
、
期
末
手
当
と

勤
勉
手
当
を
合
わ
せ
て
約
１
千
１００

万
円
で
あ
る
。

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正

　

問
昨
年
、
大
沢
放
牧
場
が
豪
雨
被
害
に

よ
り
決
壊
し
た
よ
う
だ
が
、
道
路
改

修
は
終
わ
っ
た
の
か
。

答
林
道
災
害
の
復
旧
事
業
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
２６
年
度

に
実
施
す
る
が
、
放
牧
に
影
響
の
な
い
よ

う
に
し
た
い
。

問
大
沢
ゴ
ミ
処
理
場
の
営
業
日
・
休
業

日
が
分
か
り
づ
ら
い
。
入
口
に
看
板

を
設
置
す
る
な
ど
、
周
知
徹
底
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

答
ゴ
ミ
処
理
場
の
営
業
日
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
チ
ラ
シ
で
周
知
す
る
ほ

か
、
入
口
に
分
か
り
や
す
い
看
板
な
ど
検

討
し
設
置
し
た
い
。

問
大
沢
ゴ
ミ
処
理
場
全
般
の
草
刈
り
は

で
き
な
い
の
か
。

答
草
刈
り
の
徹
底
を
は
か
り
た
い
。

問
町
内
ゴ
ミ
処
理
場
に
備
え
て
い
る
重

機
は
毎
日
使
用
す
る
も
の
で
な
い
よ

う
だ
が
、
他
の
場
所
で
活
用
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

答
リ
ー
ス
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
活
用
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
運
搬
等

に
多
額
の
費
用
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問
昨
年
の
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
、
重
機
・
人
手
等
足
り
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
水
田
等
に
つ
い
て
は
田
植
え
前
の
完

成
を
め
ざ
し
、
湖
沼
等
に
つ
い
て
は

平
成
２６
年
度
収
穫
後
に
着
手
す
る
。

問
ゆ
う
ぱ
る
宿
泊
棟
改
修
工
事
の
、
設

計
業
者
は
ど
こ
か
。
ま
た
入
札
の
形

態
は
。

答
有
限
会
社
柳
設
計
事
務
所
（
秋
田
市
）

で
、
競
争
入
札
で
あ
る
。

問
ゆ
う
ぱ
る
宿
泊
棟
改
修
工
事
の
工
事

請
負
費
に
つ
い
て
、
以
前
提
出
さ
れ

て
い
る
資
料
と
比
較
す
る
と
増
額
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
駐
車
場
か
ら
の
屋
根
付
き
ア
プ
ロ
ー

チ
を
新
た
に
追
加
し
た
ほ
か
、
消
費

税
の
増
税
、
材
料
費
や
人
件
費
の
高
騰
か

ら
増
額
に
な
っ
た
。

大沢ゴミ処理場の入口ゲート

ゲートに貼り付け
られている看板

▶
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平
成
２５
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
の
補
正　

問
２
月
末
に
発
生
し
た
鯉
川
地
区
の
漏

水
・
断
水
に
つ
い
て
、
議
会
の
本
会

議
で
行
政
報
告
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
原
因
は
何
か
。

答
行
政
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後
、

行
政
報
告
と
し
て
取
り
上
げ
る
事
項

に
つ
い
て
は
、十
分
吟
味
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
今
回
の
漏
水
の
原
因
は
、
１
カ
所

は
水
道
管
の
上
に
道
路
が
あ
り
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
、
も
う
１
カ
所
は
配
水
池
付

近
の
圧
力
が
か
か
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
道
管
に
亀
裂
が
入
っ
た
も
の
で
あ

る
。
水
道
の
断
水
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

件
に
限
ら
ず
、
根
本
的
に
対
策
を
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

議案審議・議案採決結果・議案一覧

条　例　制　定　・　改　正

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

15
2
可決

附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

17
0
可決

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

17
0
可決

町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

17
0
可決

奨
学
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
17
0
可決

社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

17
0
可決

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

15
2
可決

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

17
0
可決

契約

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更（
農

業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業
）
17
0
可決

発  議

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

17
0
可決

そ の 他

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更

17
0
可決

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
資

本
剰
余
金
の
処
分

17
0
可決

平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
資

本
金
の
額
の
減
少

17
0
可決

報　告

専
決
処
分
の
報
告
（
公
用
車
走

行
に
よ
る
浸
水
波
事
故
に
係
る

相
手
方
家
屋
等
の
損
害
賠
償
に

関
す
る
こ
と
）

－
－
報告

急ピッチで対応した復旧工事

議 案 採 決 結 果
○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
結　
　

果
　　　　　　　　　議　員　名

　
議　案　名　　　　　　　　　　

鈴
木　

一
幸

加
藤
彦
次
郎

清
水　

欣
也

安
藤　

賢
藏

工
藤　

秀
明

堺
谷　

房
子

平
賀　
　

真

伊
藤　

千
作

近
藤　

一
彦

金
子　

芳
継

袴
田　
　

隆

三
浦　
　

敦

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

児
玉　

重
吉

斎
藤　

清
作

後
藤
栄
美
子

小
澤　

高
道

職員の定年前に退職する意思を有する職員の募
集等に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

消費税及び地方消費税の税率引上げに伴う関係
条例の整備に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

平成26年度一般会計予算 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

平成26年度国民健康保険事業勘定特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

平成26年度簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

平成26年度公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

平成26年度農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 － ○ ○ 可決

※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。
※議長は採決に加わりません。

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

※
３
月
１３
日
は
１
人
欠
席
の
た
め
、
全
議
案
の
採
決

総
数
は
１７
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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議会改革特別委員会報告
　昨年の９月議会定例会で設置された「議会改革特別委員会」は、

６人の委員により４回の特別委員会を開催し、議会改革について

協議を重ねてきました。そして、今定例会において、委員長から

「町民と議会との懇談会」や「反問権」などの協議結果が報告され、

次のとおり決定しました。

協議結果の報告

「町民と議会との懇談会」を改選後、７月に開催します。

【議会改革特別委員会】

委 員 長　 大　澤　和　雄

副委員長　 安　藤　賢　藏

委　　員　 児　玉　重　吉

委　　員　 加　藤　彦次郎

委　　員　 鈴　木　一　幸

委　　員　 小　澤　高　道

町民と議会との懇談会について

　魅力あるまちづくりを進めていくためには、

政策決定過程からの町民参加が極めて重要であ

り、議員が地域に出向き、直接、町民に議会活

動を報告・説明し、議会や町政に対する町民の

質問・意見・要望を聴取し、議会活動に反映させ、

町民とともに民主的なまちづくりを実現してい

くことを目的に「町民と議会との懇談会」を次

のとおり開催することとした。

開催時期　  毎年１回７月に開催する。

開催時間　  午後７時から９時まで。

開催地区　  旧町小学校単位とする。
（琴丘地域３カ所、山本地域３カ
所、八竜地域３カ所）

開催場所　  各地域の公民館、集会所等とする。

報告内容　  ⑴新年度予算の概要及び重点政策
事業

⑵６月定例議会の審議結果
（臨時議会を含む。）

⑶その他重要と思われる事項

議会中継について

　議会中継を実施したほうが良いという意見も

あったが、「町民と議会との懇談会」を開催し、

その中で議会中継について町民の声を聴取し、

要望があれば検討することとし、今回は実施し

ないこととした。

反問権について

　反問権を当局に付与することは、「質問内容が

精査される」「議場に緊張感が生まれる」「実質、

当局と議会は同等ではないため不利な場面が想

定される」「反問されることで、質問しにくくな

る」など、さまざまな状況が考えられる。

　そのことを踏まえ、現在の三種町議会の状況

に鑑みると、反問権は現段階では必要なもので

はないと判断し、実施しないこととした。

議事日程について

　三種町議会では、一般質問通告後、議会第１

日目に行政報告が配布される。そのため、一般

質問の答弁内容と行政報告内容とが重複すると

きがある。そうなった場合、先に一般質問の答

えが行政報告に表記されているため、質問者は

質問しにくい場面がある。

　そこで、行政報告はあくまでも報告であり一

般質問の材料とするものではないという本質を

尊重したうえで、行政報告については告示日に

議案と同時に送付してもらうよう当局へ要望す

るものとした。なお、施政方針と議案説明は通

常どおりとする。

〈 反問権とは 〉

　町長ほか町の職員が、議長の許可により議

員の質問に対して論点・争点を明確にするた

め、質問することができることを言います。
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老朽化の進む建物への対応は

堺谷　房子
議員

総
務
省
は
平
成

の
大
合
併
に
よ

り
本
庁
舎
か
ら
離
れ
た

場
所
の
旧
市
町
村
ご
と

に
、
人
件
費
、
建
物
の

維
持
管
理
、
地
域
活
性

化
な
ど
の
運
営
費
が
重

荷
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
理
由
に
、
平
成
２６
年

度
か
ら
３
年
間
で
交
付

税
３
千
４００
億
円
を
加
算

す
る
と
し
て
い
る
。

　

山
本
総
合
支
所
と
琴

丘
総
合
支
所
が
設
置
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
対
象

と
な
り
、
総
合
支
所
の

管
轄
区
域
内
の
住
民
数

や
本
庁
か
ら
の
距
離
に

よ
り
加
算
額
の
増
減
が

あ
る
た
め
、
我
が
町
の
算
定
結
果

は
ま
だ
未
定
で
あ
る
が
、
琴
丘
拠

点
セ
ン
タ
ー
は
公
民
館
の
雨
漏
り

が
ひ
ど
い
状
況
か
ら
、
平
成
２５
年

９
月
に
総
合
支
所
と
併
設
し
新
築

山
本
総
合
支
所
は
目
的
外

使
用
の
期
限
が
平
成
２８
年

３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

提
案
の
山
本
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
早
い
時
期
に
総

合
支
所
と
公
民
館
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　

現
在
の
公
民
館
の
あ
る
場
所
は

隣
に
ス
ー
パ
ー
や
病
院
、
銀
行
、

農
協
、
郵
便
局
も
あ
る
の
で
、
人

が
交
流
し
や
す
い
場
所
と
考
え

る
。
敷
地
も
十
分
あ
る
の
で
、
各

方
面
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
速
や

か
に
実
施
し
た
い
。

各
種
自
動
車
税
が
見
直
し

さ
れ
る
。
今
年
、
直
接
課

税
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
も
４
千
円
か
ら
５
千
円

と
な
る
。
交
通
網
の
整
備
さ
れ
て

い
る
都
会
と
違
い
、
我
が
町
は
面

積
も
広
く
、
過
疎
が
進
む
中
、
交

通
弱
者
で
あ
る
町
民
に
と
っ
て
、

特
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
関
係
作
業
の

み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
冬
は
除
排
雪

な
ど
生
活
環
境
の
整
備
、
通
院
、

買
い
物
な
ど
、
生
活
上
な
く
て
は

さ
れ
た
。
だ
が
、
山
本
総
合
支
所

は
い
ま
だ
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
間
借
り
し
て
い
る
状
態
で

あ
り
、
建
物
の
維
持
管
理
費
の
交

付
は
受
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
、
築
４６
年
経
過
の
山
本

公
民
館
と
併
設
し
、
早
急
に
山
本

地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
を
新
築
で
き

な
い
か
。山
本
地
域
は
合
併
当
時
、

役
場
建
築
費
用
と
し
て
１
億
円
を

持
参
し
て
い
る
。

な
ら
な
い
必
需
品
で
も
あ
る
。

　

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
、
年
金

が
減
額
さ
れ
る
中
、
消
費
税
も
上

が
り
、
さ
ら
に
軽
自
動
車
税
の
増

税
な
ど
、
次
々
と
マ
イ
ナ
ス
要
因

が
増
え
て
い
る
。
納
税
が
国
民
の

義
務
と
は
い
え
、
基
幹
産
業
の
米

作
り
で
さ
え
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
政
治
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
今
、

せ
め
て
納
税
組
合
方
式
で
納
付
し

た
場
合
、
町
単
独
で
軽
ト
ラ
ッ
ク

増
税
分
を
協
力
金
と
し
て
、
一
家

に
一
台
分
、
還
付
で
き
な
い
か
。

平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降

に
新
規
取
得
さ
れ
る
新
車

か
ら
増
税
が
適
用
さ
れ
る
。
軽
自

動
車
税
は
４
月
１
日
に
保
有
し
て

い
る
車
両
に
課
税
さ
れ
、
年
度
途

中
取
得
は
翌
年
度
か
ら
課
税
と
な

る
。
消
費
税
増
税
絡
み
の
減
税
対

策
な
ど
も
、
ま
だ
議
論
の
余
地
が

残
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

も
う
少
し
、
国
の
動
向
を
見
据
え

た
う
え
、
町
と
し
て
対
応
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

築４６年経過した山本公民館

堺
谷

堺
谷

町
長

町
長
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交通弱者に移動経費の一部補助の検討を

バ
ス
路
線
や
公
共
交
通
機

関
が
な
い
地
域
に
住
ん
で

い
て
、
世
帯
で
自
動
車
を
有
し
て

い
な
い
方
は
、
買
い
出
し
や
行
政

窓
口
を
訪
れ
る
際
、
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
い
る
。
町
で
は
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
は
６５
歳
以
上
、
介
護
認

定
者
、
障
害
者
の
方
な
ど
で
、
通

院
、
入
退
院
時
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
一
般
の
方
は
利
用
で
き
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　

公
共
交
通
機
関
が
な
い
空
白
地

域
に
民
間
企
業
（
タ
ク
シ
ー
）
を

活
用
し
て
援
助
し
て
は
ど
う
か
。

交
通
空
白
地
域
が
残
さ
れ

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
交
通
弱

者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

何
ら
か
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
交
通
費
の
一
部
補

助
、
地
元
企
業
の
活
用
、
町
民
バ

ス
の
拡
充
、
デ
マ
ン
ド
交
通
等
ど

い
る
よ
う
だ
が
、
全
国
に
対
し
町

の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
、
情
報
を
発
信
し

て
は
ど
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
魅

力
あ
る
特
産
品
を
お
返
し
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
現
在
の
謝
礼
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
年
度
の
件
数
は
２
月
末

現
在
で
２０
人
の
方
か
ら
４３

万
６
千
８２２
円
の
寄
付
が
あ
り
、
さ

ら
に
現
在
、
数
名
の
方
か
ら
申
し

込
み
が
あ
る
。

　

お
返
し
に
は
納
税
額
に
関
わ
ら

ず
３
千
円
程
度
の
特
産
品
、
じ
ゅ

ん
さ
い
、
岩
川
水
系
米
、
ア
ス
パ

ラ
等
を
送
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
主
旨
は

生
ま
れ
育
っ
た
町
か
ら
中

央
へ
出
て
、
そ
こ
で
起
業
し
会

社
が
成
功
し
た

方
々
等
が
ふ
る

さ
と
の
為
に
寄

付
を
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
は
ず

だ
が
、
近
年
は

変
わ
っ
て
き
て

い
る
。

　

全
国
の
方
が

第
２
、
第
３
の

故
郷
と
思
え
る

の
よ
う
な
形
態
が
適
し
て
い
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

鯉
川
、
上
岩
川
地
区
で
は

町
民
バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
が
、
乗
車
数
、
経
費
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
２４
年
度
の
利
用
者
数

は
６
千
５５０
人
、
収
入
が
３８９

万
２
千
４００
円
、
経
常
経
費
が
９３９
万

１
千
６５２
円
と
な
っ
て
い
る
。

先
般
マ
ス
コ
ミ
で
ふ
る
さ

と
納
税
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
全
国
の
市

町
村
で
納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
特
産
品
を
お
返
し
に

送
っ
て
い
る
の
か
を
特
集
し
て
い

た
。
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
市
町
村
の
納
税
額
が
、
前
年
か

ら
大
幅
に
伸
び
た
と
報
道
さ
れ
て

い
た
。（
あ
る
市
で
は
前
年
実
績

１００
万
円
が
２
億
円
を
超
し
た
）

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
会
な
ど
町

出
身
者
に
納
税
制
度
を
周
知
し
て

よ
う
に
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
会
で

の
Ｐ
Ｒ
を
継
続
す
る
と
と

も
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
く
配
置

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

お
返
し
の
特
産
品
に
つ
い
て
は
、

納
税
の
額
に
応
じ
て
品
目
を
変
え

る
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

三
種
町
を
全
国
に
売
り
出
し
、

町
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
繋
が
る

と
考
え
て
お
り
、
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。 

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
方
は

平
賀

平
賀

平
賀

平
賀

町
長

町
長

町
長

町
長

ふるさと納税　謝礼の岩川水系米
（写真提供 ＪＡ秋田やまもと）

平賀　　真
議員
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本
町
の
農
業
は
稲
作
を
中

心
に
地
域
経
済
を
支
え
て

き
た
。
２
月
下
旬
か
ら
集
落
座
談
会

が
き
め
細
か
に
開
催
さ
れ
、４０
年
ぶ

り
の
大
転
換
と
も
い
わ
れ
る
農
業

政
策
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

今
後
、
規
模
拡
大
を
目
指
す
農

家
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

複
合
経
営
を
推
進
し
、
収
入
確
保

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

ほ
場
整
備
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、規

模
拡
大
や
農
地
の
集
積
、
集
約
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

収
入
確
保
に
は
、
戦
略
的
作
物

助
成
の
活
用
に
よ
り
、
大
豆
、
加

工
用
米
、
飼
料
用
米
な
ど
、
地
域

振
興
作
物
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
他
に
じ
ゅ
ん
さ
い
、
メ
ロ

ン
な
ど
へ
の
生
産
拡
大
支
援
、
ほ

場
消
毒
助
成
な
ど
複
合
経
営
の
一

助
と
な
る
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
。

社
会
福
祉
法
人
た
つ
の
子

会
の
鵜
川
保
育
園
と
浜
口

保
育
園
は
、
も
と
も
と
は
町
営
の

保
育
園
だ
っ
た
が
民
営
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
同
じ
三
種
の
子
ど

も
で
あ
る
の
に
、
公
立
と
民
営
と

の
間
に
施
設
の
面
で
格
差
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。

公
立
保
育
園
の
場
合
、
維

持
補
修
な
ど
町
の
予
算
で

三
種
町
に
は
現
在
４
つ
の

公
立
保
育
園
と
、
３
つ
の
民

営
保
育
園
が
あ
る
が
、
八
竜
地
域

の
保
育
園
の
園
児
数
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

園
児
数
は
鵜
川
保
育
園
が

１０６
人
、
浜
口
保
育
園
が
７７

人
、八
竜
保
育
園
が
６
人
で
あ
る
。

対
応
が
可
能
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

面
を
考
え
る
と
、
民
営
保
育
園
で

は
難
し
い
こ
と
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。
今
後
、
対
応
を
検
討
し
た

い
。

公
立
と
民
営
は
職
員
の
給

料
の
面
で
も
格
差
が
あ
り
、

そ
の
た
め
、
民
営
に
は
若
い
保
育

士
が
就
職
し
て
こ
な
い
よ
う
だ
が
。

公
立
の
職
員
に
は
町

の
給
料
が
支
払
わ
れ

て
い
る
。
民
営
へ
は
町
か
ら
指
導

等
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

公
立
と
民
営
の
保
育
園
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、各

自
で
建
て
替
え
る
に
は
困
難
で
あ

る
。
今
後
、
統
合
の
計
画
は
考
え

て
い
る
の
か
。

地
域
性
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
、

統
合
の
必
要
性
な
ど
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
検
討
し
て
い
く
。

農業振興策について

後藤栄美子
議員

後
藤

後
藤

後
藤

後
藤

後
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

保
育
園
の
整
備

福
祉
課
長

老朽化が進む浜口保育園

他
に

「
町
営
住
宅
の
整
備
と
改
善
」

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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若者の雇用の場の確保を

４
月
か
ら
倍
の
２
千
万
円
に
引
き

上
げ
た
。
ま
た
、
平
成
２６
年
度
も

地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
と

能
代
山
本
広
域
圏
の
自
治
体
と
協

力
し
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
の
緊
急
雇
用
サ
ポ
ー

ト
事
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
実
施

す
る
離
職
者
対
策
支
援
制
度
等
の

周
知
に
努
め
、
さ
ら
に
農
業
関
係

で
も
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を
強

め
て
い
き
た
い
。

昨
年
も
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

三
種
川
が
氾
濫
し
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。
河
川
改
修
の

早
期
実
現
は
地
域
住
民
の
長
年
の

強
い
要
望
で
あ
る
。
県
も
地
域
住

民
と
意
見
交
換
の
場
を
も
う
け
、

早
期
改
修
と
被
害
を
で
き
る
だ
け

最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
改

修
等
も
検
討
す
る
と
の
報
道
で

あ
っ
た
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
、
い

つ
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫

が
発
生
す
る
か
予
測
の
つ
か
な
い

状
態
で
あ
り
、
地
域

住
民
は
不
安
を
募
ら

せ
て
い
る
。
今
ま
で

以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
改
修
に
あ

た
る
こ
と
が
急
務
と

考
え
る
が
、
今
後
の

改
修
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

三
種
川
河
川

改
修
計
画
の

進
捗
状
況
は
、
山
本

中
学
校
か
ら
上
の
部

分
へ
延
伸
す
る
た
め

に
は
、
国
か
ら
計
画

変
更
の
認
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
昨

年
４
月
に
三
種
川
河
川
整
備
計
画

検
討
委
員
会
が
発
足
し
た
。
１０
月

に
は
公
聴
会
を
開
催
、
２
回
の
委

員
会
を
開
催
し
て
河
川
整
備
計
画

案
の
取
り
ま
と
め
が
終
わ
っ
た
。

現
在
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
秋
田

県
が
国
交
省
の
東
北
地
方
整
備
局

と
協
議
中
で
あ
る
。

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
聴

会
や
委
員
会
で
も
早
期
に
改
修
が

終
了
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
も
河
川
改
修
が
早

若
者
の
定
住
対
策
と
し
て
、

住
宅
、
福
祉
、
就
業
、
教
育
、

余
暇
等
の
対
策
を
総
合
的
に
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
特
に
雇
用
の
場
を
確

保
で
き
る
か
が
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
町
内
で
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
環
境
を
整
備
、
推
進
す
る

施
策
と
同
時
に
、
能
代
市
な
ど
近

隣
市
町
と
連
携
し
て
、
若
者
の
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策

を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

若
者
の
定
住
対
策
に
は
雇

用
の
場
の
確
保
が
最
重
要

の
課
題
で
あ
り
、
県
と
能
代
山
本

地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
企
業
を
側
面
か
ら

支
援
す
る
こ
と
で
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
た
め
、
三
種
町
中
小
企
業

振
興
資
金
の
利
用
限
度
額
を
昨
年

い
機
会
に
改
修
を
終
わ
る
よ
う

に
、
早
期
推
進
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。
引
き
続
き
、
国
交
省
や

財
務
省
に
要
望
活
動
を
強
め
て
い

き
た
い
。

大
澤

町
長

三
種
川
河
川
改
修
を
急
げ

大
澤

町
長

大澤　和雄
議員

他
に

「
防
雪
柵
、
街
灯
の
設
置
」

「
森
岳
温
泉
の
活
性
化
」

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 集中豪雨により河川が氾濫した下岩川地区
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安藤　賢藏
議員

ゆめろんとゆうぱるの今後の考え方は

町
民
の
健
康
と
福
祉
を
十

分
に
増
進
さ
せ
る
た
め
に

も
、
両
施
設
の
開
館
時
間
を
長
く

で
き
な
い
か
。

ゆ
う
ぱ
る
の
開
館
時
間
は
、

入
館
料
値
上
げ
に
伴
う
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、
１

時
間
繰
り
上
げ
て
、
午
前
７
時
か

ら
の
開
館
と
す
る
。

ゆ
う
ぱ
る
の
改
修
計
画
の

際
に
、
高
齢
化
が
進
む
中

で
ニ
ー
ズ
が
多
い
露
天
風
呂
や

障
害
を
も
つ
方
の
た
め
の
家
族
風

呂
な
ど
を
含
め
て
検
討
で
き
な
い

か
。

露
天
風
呂
の
設
置
は
、
誘

客
に
つ
な
が
る
魅
力
的
な

施
設
と
認
識
し
て
い
る
が
、
浴
室

南
側
は
す
ぐ
沼
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
近
隣
の
温
泉
施
設

ゆ
め
ろ
ん
の
お
湯
は
温
度

が
低
く
、
湧
出
量
も
十
分

で
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
現

在
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。
ま
た
、

大
浴
場
の
移
転
計
画
に
は
も
っ
と

調
査
費
用
を
か
け
て
、
し
っ
か
り

と
計
画
を
立
て
る
べ
き
だ
。

２
月
２７
日
に
湧
出
量
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
通
常
使
用
し
て
い
る

エ
ア
リ
フ
ト
の
汲
み
上
げ

で
は
毎
分
３０
リ
ッ
ト
ル
か

ら
４０
リ
ッ
ト
ル
、
温
度
は

２５．５
度
と
安
定
し
て
お
り
、

ま
た
緊
急
時
用
の
水
中
ポ

ン
プ
で
の
湧
出
量
は
昨
年

の
調
査
で
は
毎
分
２３０
リ
ッ

ト
ル
、
温
度
は
２８．９
度
で

あ
っ
た
。

　

改
修
計
画
は
新
年
度
に

な
っ
て
か
ら
基
本
設
計
前

の
改
修
計
画
予
算
を
計
上

し
議
会
へ
説
明
す
る
。

今
後
、
合
併
加
算
金

や
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
。
町
財
政
が
厳
し

く
な
る
前
に
、ゆ
う
ぱ
る
と

ゆ
め
ろ
ん
の
経
営
を
統
合

し
て
は
ど
う
か
。

で
も
、
ほ
と
ん
ど
露
天
風
呂
を
設

置
し
て
い
る
状
況
な
の
で
検
討
し

た
い
。

　

家
族
風
呂
に
つ
い
て
も
、
老
朽

化
し
た
段
階
で
考
え
て
い
き
た
い
。

森
岳
温
泉
の
湯
は
、
湧
出

量
が
多
い
た
め
、
半
分
く

ら
い
を
下
水
道
料
金
を
掛
け
て
処

分
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
の
で
、温

泉
病
院
な
ど
に
も
配
湯
し
て
、お
湯

を
買
っ
て
も
ら
う
の
も
得
策
で
は

な
い
か
。森

岳
温
泉
の
お
湯
は
、
温

泉
施
設
の
場
合
は
受
益
者

負
担
の
原
則
が
あ
る
。
現
在
あ
る

ホ
テ
ル
も
町
有
の
温
泉
分
湯
場
か

ら
自
分
の
と
こ
ろ
へ
引
く
ま
で
は
、

そ
の
会
社
の
負
担
と
い
う
の
が
基

本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
、

病
院
と
な
る
と
少
し
話
が
違
っ
て
、

床
ず
れ
な
ど
を
妨
げ
る
効
能
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
公
的

な
性
格
の
も
の
と
し
て
、
医
師
会

病
院
や
山
本
組
合
病
院
等
の
医
療

施
設
へ
補
助
を
出
し
て
い
る
の

で
、
決
し
て
可
能
性
が
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
支
援
は
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

現
在
、
行
財
政
改
革
推
進

計
画
で
も
統
廃
合
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
将
来
的

に
は
さ
ん
ば
り
お
も
含
め
て
統
合

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
職

員
の
勤
務
条
件
、
賃
金
等
、
職
場

環
境
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
整

理
し
て
段
階
的
に
進
め
て
い
き
た

い
。

安
藤

安
藤

安
藤

安
藤

安
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

改修計画が進められるゆうぱる宿泊棟
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消
費
税
法
で
は
土
地
の
譲

渡
や
貸
し
付
け
、
学
校
の

授
業
料
な
ど
１７
の
取
引
を
第
６
条

で
非
課
税
と
し
て
い
る
。
自
治
体

が
運
営
す
る
上
下
水
道
や
公
営
企

業
会
計
の
公
共
料
金
部
分
は
消
費

税
の
納
入
が
求
め
ら
れ
る
が
、
一

般
会
計
で
扱
う
公
共
料
金
分
（
使

用
料
等
）は
、法
律
で
納
入
し
な
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

転
嫁
し
な
い
こ
と
で
、
自
治
体

財
政
に
実
害
は
な
い
は
ず
で
あ
る

が
、
当
町
と
し
て
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

総
務
省
通
達
に
基
づ
い
て
、

施
設
の
使
用
料
等
を
改
定

す
る
た
め
、
関
連
条
例
の
一
部
改

正
案
を
提
案
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
非
課
税
取
引
の
各
種

証
明
書
の
手
数
料
、
保
育
料
、
火

葬
料
、
町
営
住
宅
家
賃
は
除
外
し

て
い
る
。

　

そ
の
他
に
各
種
事
業
サ
ー
ビ
ス

営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
ま
た

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
料
金

の
改
定
で
あ
る
。

　

料
金
改
定
に
伴
う
消
費
税
増
加

分
を
町
で
負
担
す
る
の
は
財
政
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
、
下
水
道

処
理
対
象
区
域
内
外
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
非
常
に
難
し
い
。

等
の
対
価
と
し
て
町
民
が
支
払
う

利
用
料
は
事
業
目
的
や
町
民
生
活

へ
の
影
響
等
に
配
慮
し
て
、
引
き

上
げ
を
見
送
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
や
体
育
館
等
を
利
用
す

る
社
会
教
育
関
係
団
体
や
福
祉
関

係
団
体
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
団
体
、

体
育
関
係
団
体
等
は
、
利
用
料
金

の
減
免
も
実
施
し
て
い
る
。

４
月
か
ら
上
下
水
道
料
金

の
改
定
を
行
う
が
、
加
入

者
は
消
費
税
増
税
と
料
金
増
加
分

で
大
き
な
負
担
増
と
な
る
。
上
下

水
道
の
消
費
税
は
納
入
が
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
分
を
町
で
負
担
し

た
り
、
数
年
間
の
負
担
分
を
繰
り

延
べ
る
な
ど
、
加
入
者
へ
軽
減
や

経
過
措
置
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

水
道
使
用
料
は
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
分
相
当
額
の

料
金
改
定
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水

使
用
料
改
定
は
、
事
業
別
と
地
域

別
に
よ
り
使
用
料
金
に
格
差
が
生

じ
て
お
り
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

料
金
体
系
の
一
本
化
を
最
優
先
に

考
え
た
。
収
入
不
足
を
一
般
会
計

か
ら
補
填
を
行
い
、
収
支
均
衡
を

保
っ
て
き
た
が
、
財
政
状
況
と
経

昨
年
、
国
保
税
は
引
き
下

げ
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
大

い
に
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
ま
だ

ま
だ
加
入
者
の
負
担
感
は
強
い
。

医
療
抑
制
や
保
険
証
さ
え
も
持
て

な
い
人
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
の
決

断
を
す
べ
き
だ
。

例
年
、
国
保
会
計
は
所
得

等
が
確
定
す
る
６
月
補
正

予
算
が
本
予
算
と
な
る
。

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
６
月
補
正

予
算
の
算
定
の
際
に
、
今
後
の
収

支
状
況
を
踏
ま
え
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
加
入
者
の
負
担
感
を
考
慮
し

て
適
正
に
行
う
。

消費税増税に伴う自治体の対応は

消費税を転嫁しない給食

伊
藤

伊
藤

伊
藤

町
長

町
長

町
長 国

保
税
の
引
き
下
げ
を

伊藤　千作
議員
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請 願　 陳 情   審査報告

陳　　情

　

平
成
２６
年
２
月
２０
日
、
大
澤
和
雄
議
員
が
議
会

議
員
と
し
て
１５
年
以
上
在
職
し
、
地
域
の
振
興
発

展
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
で
表
彰

議場にて表彰を受ける大澤議員

件　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

最低賃金の改善と中小零細企業支援の拡充を求め
る陳情

秋田県春闘共闘懇談会
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　佐々木　章

教育民生常任委員会 採　 択

雇用の安定を求める陳情

秋田県春闘共闘懇談会
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　佐々木　章

教育民生常任委員会 採　 択

特定秘密保護法の廃止を求める陳情

秋田県春闘共闘懇談会
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　佐々木　章

総務常任委員会 採　 択

特定秘密保護法の廃止を求める意見書について 秋田平和委員会
　理事長　風間　幸蔵 総務常任委員会 み な し

採 択

地方自治体の臨時・非常勤職員の処遇改善と雇用
安定のための法改正に係る意見書採択に関する陳
情書

秋田県教職員組合
　執行委員長　山縣　　稔
秋田県教職員組合能代山本支部
　支部長　佐々木　徹

教育民生常任委員会 採　 択

※みなし採択…同一会期中において、請願（陳情）がすでに議決した請願（陳情）の内容と同一趣旨のものについては、「みなし採択」

として取り扱う。よって、この陳情は上記陳情内容と同一であるため「みなし採択」とした。

※
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私
は
、
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

に
お
い
て
大
回
転
、
回
転
の
両
種
目

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
東
北
大
会
で
は
両
種
目
入

賞
、
全
国
大
会
の
回
転
で
は
あ
と
一

つ
で
入
賞
と
い
う
成
績
で
し
た
。
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の

方
々
の
お
か
げ
で
こ
の
よ
う
な
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
昨
年
野
球
部
の
選
手
と
し
て

東
北
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
１７
年

ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場
に
む
け
て
た

く
さ
ん
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
に
は
後
悔
が
残
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
高

校
で
も
野
球
を
続
け
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
そ
し
て
今
度
こ
そ
は
後
悔

し
な
い
で
野
球
に
向
か
う
た
め
に
も

ス
キ
ー
で
満
足
の
い
く
成
績
を
残
す

彰
台
に
立
つ
人
た
ち
と
の
目
標
の
レ

ベ
ル
が
全
然
違
っ
た
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

高
校
で
は
、
甲
子
園
に
出
場
し
優
勝

で
き
る
よ
う
に
日
々
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
勉
強
に
も
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
、
全
県
大
会
で
の

二
種
目
制
覇
を
目
標

と
し
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
、
私

は
ス
キ
ー
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。一
つ
は
、
練

習
の
重
要
性
で
す
。

完
ぺ
き
な
滑
り
が
求

め
ら
れ
る
こ
の
競
技

で
、
そ
れ
を
一
度
し

か
な
い
大
会
に
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
や

は
り
大
会
を
意
識
し

た
練
習
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ

は
、
目
標
を
も
つ
こ

と
の
重
要
性
で
す
。

野
球
で
の
悔
し
さ
か
ら
目
標
が
で
き
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
れ
ま
し

た
。
大
き
な
目
標
が
自
分
に
日
々
力

を
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
一
つ
失
敗

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
全
県
大
会

優
勝
を
目
標
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
で

そ
の
後
の
全
国
大
会
で
は
自
分
と
表

三種の星・編集後記
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東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
た
っ

て
も
中
々
進
ま
な
い
復
旧
、
復
興
の

ニ
ュ
ー
ス
に
心
が
痛
み
ま
す
。
近
年

の
自
然
災
害
の
猛
威
、
集
中
豪
雨
、

爆
弾
低
気
圧
な
ど
当
町
に
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

災
害
か
ら
被
害
を
緩
和
す
る
対
策
が

新
年
度
予
算
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

釜
谷
地
区
の
避
難
所
の
設
置
、
三
種

川
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
大

き
な
被
害
に
な
ら
な
い
よ
う
事
前
の

対
応
に
い
か
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
雪
解
け
も
進
み
春
作
業

の
忙
し
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
今
年
は
私
た
ち
の
４
年
の
審
判
の

年
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
活

動
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
後
の
活
動

の
方
向
性
を
模
索
す
る
日
々
で
す
。

小
澤　

高
道　

記

編
集
後
記

第51回全国中学校スキー大会での勇姿


